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木造建築物の構造設計支援ツールの開発

背 景

成 果

期待される効果

経常研究

中小規模の木造建築物の構造設計を支援することで、合理的な設計と、北海道内の木造建築物の
普及・促進に貢献する。

中小規模の木造建築物では、詳細な構造設計が義務化されたことから
新たに木造の構造設計に取り組む技術者への支援が求められている。

１ ２対象とする構造部材 設計支援ツールの開発

設計支援ツールの提案の例（屋根）

開発したWEBツール一覧

目標とする強さの実現には、

多様なパラメータ（右図赤字）の

総合的な設計が必要

パラメータの組合せを提案する

ツールを開発

「壁、屋根、床」を

適切な強さとすることが重要

義務化の対象となる

木造建築物(延床300～500㎡)は

主に共同住宅等

屋根面材・釘垂木

←板厚

釘の種類→
↑釘の間隔

↓接合方法

垂木の補強
板の寸法２↑

釘の配列→

母屋と棟木の上に垂木を架ける
和小屋方式による小屋組の屋根

母屋を省略して勾配方向に
登り梁を架けた屋根

根太を省略して構造用合板を
梁に直接釘打ちする床

柱や梁を壁の内部に隠した
壁（大壁）

対象となる木造建築の用途
(R4,5道庁所管分)
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67%

1%
11%

共同住宅・寄宿舎

住宅・長屋
その他事務所

←板の寸法１
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